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五感センサのなかで、最もデバイス化が遅れているのが嗅覚センサである。この人工嗅覚の

実現を難しくしている大きな要因のひとつが、その測定対象である「ニオイ」の複雑さである。ニ

オイとは、40 万種類以上と言われるニオイ分子が、ときには千種以上も混合されて形成されるこ

とが知られており、さらにこれが時間的にも空間的にも絶えず揺らぎ続ける。この複雑な対象を

測定し、有用な情報に変換する人工嗅覚を実現するためには、ハードウェアからソフトウェアに

至る各種要素技術の開発と統合が必要となる。そこで我々は、これらの要素技術に関する基礎

研究を進めると共に、産学官連携による最先端技術の垂直統合を推進している。 

センサ素子については、高感度・小型・汎用性・安定動作・低消費電力・高速応答など、嗅

覚センサに要求される特性を有する「膜型表面応力センサ（Membrane-type Surface stress 

Sensor, MSS）」[1]を開発した。また、感応膜として、高感度・多様性・耐熱性などの特長を持つ

シリカ・チタニア系ハイブリッドナノ粒子[2]をはじめ、様々な機能性材料[3]の研究開発を進め

ている。これを用いて、これまでに食品・化粧品・燃料油・呼気[4]など、様々なニオイの測定・

識別を行ってきた。さらに、機械学習と融合することによって、お酒のアルコール度数をモデル

ケースとして、ニオイからの特定情報の高精度定量推定を実証しており[5]、また高湿度環境下

での類似化合物の同時定量も実証した[6]。また、伝達関数比を特徴量とした新たな解析法を

確立し、ポンプやバルブなどを利用すること無く、センサチップのみでのフリーハンドニオイ識

別も実現した[7]。このほか、感応膜を測定対象とし、ガスをプローブとする逆転の発想によって、

固体材料のパターン認識を実証する[8]など、各種要素技術の研究開発を進めている。 

この MSS を軸とした嗅覚センサシステムの社会実装に向けて、2015 年に産学官連携「MSS

アライアンス」を発足させ、最先端要素技術の垂直統合を行ってきた。さらに 2017 年 11 月より

「MSS フォーラム」を発足させ、MSS アライアンスで構築された技術体系を展開した公募型実

証実験活動を開始した[9]。 
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